
TAKU　2016.1115

　
平
成
２８
年
４
月
に
、「
平
成
２８
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
義
務
教

育
学
校
は
、
全
国
で
２２
校
が
開
校
。
平
成
２9
年
度
４
月
以
降
に

向
け
１
１
９
校
が
準
備
段
階
に
あ
る
」
と
文
部
科
学
省
か
ら
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
久
市
で
も
平
成
２9
年
４
月
の
義
務
教
育
学
校
へ
の
移
行
に

向
け
、準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ 

５　
校
名
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ�　
中
央
小
・
中
央
中
学
校
は
、

　
　
　
多
久
市
立
東
原
庠
舎
中
央
校

　
　
東
部
小
・
東
部
中
学
校
は
、

　
　
　
多
久
市
立
東
原
庠
舎
東
部
校

　
　
西
渓
小
・
西
渓
中
学
校
は
、

　
　
　
多
久
市
立
東
原
庠
舎
西
渓
校

　
と
な
り
ま
す
。

　

�　

愛
称
（
小
中
一
貫
校
名
）
と
し

て
使
っ
て
き
た
多
久
の
伝
統
教
育

を
引
き
継
い
だ
「
東
原
庠
舎
」
の

名
称
を
正
式
校
名
に
し
ま
す
。

Ｑ 

６　

校
章
・
校
旗
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

Ａ�　

校
章
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
校
旗
に
は
学
校
名
が
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
校
旗
は
作
り
変
え

ま
す
。
３
月
２４
日
修
了
式
で
各
校

か
ら
校
旗
の
返
納
を
受
け
、
４
月

始
業
式
で
各
校
に
義
務
教
育
学
校

の
校
旗
を
渡
し
ま
す
。

Ｑ 

７　
義
務
教
育
学
校
の
学
区
域
は
ど

う
な
る
の
で
す
か
？

Ａ�　
こ
れ
ま
で
の
学
区
域
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ 
８　

義
務
教
育
学
校
で
は
、
６
年

生
の
卒
業
式
が
無
く
な
る
と
聞
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？

Ａ�　

義
務
教
育
学
校
で
は
「
６
年
生

の
卒
業
」
「
７
年
生
の
入
学
」
は
制

度
上
な
く
な
り
ま
す
。
今
年
度
の

６
年
生
卒
業
式
と
来
年
度
４
月
の

７
年
生
入
学
式
は
行
い
ま
す
が
、

義
務
教
育
学
校
移
行
後
は
、
６
年

生
の
卒
業
式
と
７
年
生
の
入
学
式

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

�　

今
後
は
、
入
学
式
・
卒
業
式
に

か
わ
り
、「
立
志
式
」、「
二
分
の
一

成
人
式
」
を
節
目
の
行
事
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
家
族
へ
の
感
謝
の

思
い
と
将
来
の
夢
を
語
る
姿
を
保

護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
祝
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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２
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挑
戦
こ
そ
が
伝
統
を
生
む

�

～
有
田
焼
４
０
０
年
に
思
う
　

�

市
長
　
横
尾
　
俊
彦

　

今
年
は
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
。
各
種
祝
賀
行
事
が
展
開
中
で
す
。

　

４
０
０
年
を
迎
え
た
有
田
焼
の
始
ま
り
に
は
多
久
も
関
わ
り
が
あ
り
ま

し
た
。
朝
鮮
か
ら
渡
来
し
、
後
に
陶
祖
と
讃
え
ら
れ
る
李
参
平
は
鍋
島
藩
・

鍋
島
直
茂
の
重
臣
・
龍
造
寺
家
久
（
の
ち
の
多
久
安
順
）
の
も
と
で
十
数

年
の
歳
月
を
多
久
で
過
ご
し
、
作
陶
を
試
み
ま
す
。
そ
の
後
、
有
田
泉
山

で
良
質
の
白
磁
石
が
見
い
出
さ
れ
、
移
住
。
こ
こ
を
拠
点
に
活
動
を
続
け

日
本
初
の
白
磁
器
を
産
業
と
し
て
始
め
ま
す
。
１
６
１
６
年
（
元
和
２
年
）

の
こ
と
で
す
。
有
田
焼
誕
生
と
さ
れ
る
歴
史
的
出
来
事
で
す
。

　

４
０
０
年
記
念
式
典
で
人
間
国
宝
・
井
上
萬
二
先
生
の
ご
講
話
を
拝
聴

し
ま
し
た
。
辛
苦
克
服
と
創
意
飛
躍
の
半
生
を
述
べ
ら
れ
、
毎
年
２０
の

新
創
作
を
２０
年
間
続
け
る
努
力
を
あ
え
て
自
身
に
強
い
ら
れ
た
こ
と
は

圧
巻
で
し
た
。
あ
く
な
き
探
求
心
に
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
伝
統
は
挑
戦
の
連
続
か
ら
生
ま
れ
る
」、「
見
え
る
も
の
全
て
か
ら
学
ぶ
」

姿
勢
と
、「
寸
暇
を
惜
し
ん
で
学
び
、
自
分
を
高
め
な
け
れ
ば
良
い
も

の
は
生
み
出
せ
な
い
」
の
警
鐘
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
怠
惰
に
走
り
が
ち
な

傾
向
に
対
し
て
は
、「
酒
を
飲
み
明
か
し
て
愚
痴
を
言
い
合
っ
て
も
何
も
生

ま
れ
な
い
。
本
当
に
や
り
た
い
な
ら
独
り
で
努
力
す
べ
き
」
の
指
摘
は
、

各
界
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
も
語
る
成
功
の
要
諦
に
通
じ
る
も
の
で
す
。
誰
も

が
知
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
実
行
に
移
す
人
は
少
な
い
の
で
す
。

　

不
透
明
で
不
確
実
な
変
化
の
時
代
で
、
肝
心
な
の
は
、
本
気
で
変
化
に

向
か
う
こ
と
。
き
っ
と
李
参
平
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
歴
代
名
匠
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
今
の
自
分
に
不
満
な
ら
、
一
念
発
起
し
、
地
道

に
努
力
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。
簡
単
明
瞭
で
す
。

　

九
州
陶
磁
器
文
化
館
前
庭
で
開
催
中
の
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
は
、
日
常
使
用
の

ｕ
ｓ
ｅ
と
博
物
館
の
ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
の
統
合
概
念
の
具
現
化
。
人
間
国
宝
に
よ
る
器

で
佐
賀
の
旬
な
食
材
料
理
を
堪
能
で
き
る
新
企
画
の
挑
戦
そ
の
も
の
。

　

挑
戦
こ
そ
未
来
を
拓
く
。
未
来
を
新
た
に
し
、
望
む
未
来
を
確
保
す
る

た
め
、
苦
し
く
勇
気
も
い
る
け
れ
ど
お
互
い
挑
戦
を
始
め
ま
し
ょ
う
。


